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市郡総体（陸上競技・水泳競技の部）について  

６月 14日（火）に、市郡総体（陸上競技・水泳競技の部）が行われます。 
６月３日に、大会への参加を希望する生徒を集め、期間限定の陸上部と水泳部

を発足しました。 

水泳競技は、本校にはプールがないために練習ができないことから、普段から

クラブチームで練習している生徒に限定しましたので、今回は２名が参加しま

す。 

陸上競技は、日頃から陸上競技やサッカーのクラブチームで活動する生徒を

含め、男子 14名、女子９名が参加します。 

毎年のことではありますが、短い練習期間での大会参加となります。その中で

も、できることにしっかり取り組み、まずは本番で自己ベストを出すこと、そし

て、できれば入賞し県総体への出場権を獲得できるよう頑張ってほしいと思い

ます。 

球技・武道同様に、新型コロナ感染防止対策に御協力ください 

今回の市郡総体（陸上競技・水泳競技）も、部員及び部員の家族のみ、会場で

の応援が認められています。一般の方やその他の生徒の応援は認められていま

せん。 

応援を希望される方は、事前に学校に「応援者申請書」を提出し、学校が発行

する「応援参加許可証」と、「来場者体調記録表」を各会場（受付）で提示して

ください。当日の入場が許可された場合は、シールが渡されますので、マスクに

見えるようにお貼りください。 

「来場者体調記録表」は、一人１枚必要です。（小さなお子様の分も必要です。）

応援参加許可証は、提示したら返却されますので、それを繰り返し利用します。 

その他、声を出しての応援が禁止されていたり、会場ごとに、生徒と家族が交

わらないよう、ゾーニングされていたり、ソーシャルディスタンスが確保された

りしておりますので、御理解・御協力をお願いいたします。 

なお、詳細は、体育主任等から連絡がありますので、御確認ください。分から

ないことがありましたら、その際に、遠慮なくお聞きください。 

大会結果はＨＰに掲載します！ 

今回の総体も、速報として、随時行うことはできませんが、大会の結果や競技 

中の様子（写真）は、準備が整い次第、本校ホームページに掲載いたします。是

非ご覧ください。 

なお、個人情報の保護等により、生徒氏名については、イニシャル等でお知ら 

せいたします。御了承ください。 

 



教職員のつぶやきコーナーより 

来週 14日には、市郡陸上・水泳大会が行われます。 

学校外の活動で、陸上競技と水泳競技に取り組んでいる人にとっては、学

校代表として参加できる大切な大会となります。是非とも、内子中学校の選

手として最高のパフォーマンスを発揮してきてください。高いレベルでの戦

いを制することができることを期待しています。 

また、今回の募集に積極的に手を挙げ参加する選手の皆さんにとっては、

とても短い練習の中での大会となります。ハンディがあるように思います

が、皆さんの先輩には、総体で敗れたものの、気持ちを切り替えて陸上・水

泳大会に参加し、市郡大会はもちろん、県大会で大活躍した選手もたくさん

います。中には、そのまま高校でも陸上や水泳を続け、全国大会に出場した

生徒もいます。どうか、自分の持っている力が出し切れるよう頑張ってきて

ください。総体に続き、内中生が大活躍できることを楽しみにしています。 

    温かい御支援、ありがとうございました 

６月４日(土)、内子町建設業協会の皆さんに、ボランティアで校内の環境整 

備を行っていただきました。 

先日行っていただいた、青少年健全育成講演会もそうですが、内子町では全て 

の子どもを大切にした温かい取組が実施されており、大変有り難く思っていま

す。地域から大切にされた子どもたちは、きっと故郷に誇りを持ち、故郷を大切

にしてくれると思います。温かい御支援、本当にありがとうございました 

    

人を傷つけない 物を傷つけない 自分を傷つけない 

６月６日に、下校しようとした生徒の傘の柄の部分が傷つけられていました。 

学校では、８日の朝に臨時集会を行い、生徒指導主事から事実確認や指導を行い

ました。５月には体育館の壁に落書きがあり、同様に対応したものの、未だ解決

しておらず、生徒の感想では、「絶対許せない」、「人の気持ちを考えて行動して

ほしい」、「こんなことの起こらない学校にしたい」等、今まで築かれてきた良き

伝統を守っていきたいとの強い決意が感じられました。 

私たち教職員、そして保護者や地域の皆様も同じ考えだと思います。人や物を

傷つけることは最低の行為であり、絶対に許されないこと、また、相手や物だけ

でなく、自分自身も傷つけていることを理解してほしいと思います。学校では、

引き続き、全校生徒が安全で安心して生活できる学校を目指し、繰り返し巻き返

し指導していきます。どうか、御家庭でも話題に取り上げていただき、善悪の判

断がしっかりできる生徒の育成のために、お力添えください。 


